
―会場での注意事項― 
 

飛沫感染の防止を徹底しましょう！ 

 

現在、緊急事態宣言が発令されている状況下での大会開催となっています。もう一度、会場

での過ごし方、コートでふるまいを点検し、より強い対策をとって安全に大会をすすめまし

ょう。現在は「普通にバスケットボールができる。」状況ではありません。 

 

１）更衣室で 

 更衣室での会話は厳禁です。スポーツ施設での感染の多くは更衣室で起こっています。

会話は必要最小限度にとどめましょう。 

 特に試合の後、試合の興奮もあり、お話ししたい気持ちも理解できますが、現状を考

えて行動してください。なるべく、短時間で更衣し、使用後の消毒、換気を心がけましょう。 

 

２）ベンチやコートで 

 試合中の手指消毒は徹底してください。ノーマスクの場合、目や鼻や口に直接手で触

れる機会が増えてしまいます。手についた飛沫によって、ウイルスが体内に侵入するお

それがあります。 

 大きな声で声援や指示をするのは控えてください。特にコーチの方がマスクを外して指示

をされる姿が目立ちます。絶対にマスクを外さしたりずらさないようにしてください。 

 

３）ノーマスクエリアで 

 メンバーチェンジの場合、コートからベンチへ帰ってきたら自分の飲み物とタオル

とマスクを持ってノーマスクエリアで待機してください。呼吸が落ち着くのを静かに待ち

ます。決して大声を出したり声援を送ったりしないでください。落ち着いたらマスクを着

用してベンチ内の座席に戻ります。 

 

３）トイレで 

 使用後、蓋を閉めてから汚物を流すしてください。使用前、使用後の手指の消毒など、

すでに習慣になっていると思いますが、しっかり励行しましょう。 

 

４）飲食の場合 

 会場内で食べ物を食べる際は、他の人と離れて「黙食」してください。 

 



◆ 各チーム感染対策責任者におかれましては、試合会場にてお渡し

する「感染対策責任者 感染対策徹底事項 確認表」を試合前に

熟読し、確認した内容にチェックをお願いします。 

◆ 本書類は、感染対策責任者が署名し、試合後大会本部へ提出して

ください。 

 


